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2006 年度、イーパーツの主な活動
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「がんばるぞ！」のメッセージ
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その他災害復興コミュニティビジネス

バリアフリーIT 講習広報・情報発信団体事務
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笑顔のメッセージ　パソコン編
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レクチャー・スペシャルプロジェクト
情報化社会の抱える問題やニーズに即したテーマを、市民活動団体のデータ
ベース、情報に関するノウハウ、企業や専門家とのネットワークを活用し、
問題解決にあたります。

テーマ	 内容	 実施総回数	 のべ受講者数

情報を考えるシリーズ　	 市民セクター全国会議	 5 回	 450 名

情報セキュリティ　	 セキュリティ対策、個人情報など	 51 回	 1360 名

市民、市民活動への情報化支援	 アプリケーション講座、広報・メディア関連	 69 回	 1882 名

防災、災害復興支援　	 新潟中越復興支援、災害と市民メディア	 3 回	 280 名

子ども達への情報化支援　	 PC 分解講座、うちわを作ろうなど	 33 回	 731 名

障害者支援　	 PC 再生作業、自立のための IT 活用など	 7 回	 349 名

学校への情報教育支援　	 PowerPointとプレゼンテーション、個人情報など	 25 回	 775 名

その他　	 P企業研修などなど	 1 回	 10 名

合計　	 	 194 回	 5937 名

１）レクチャー・スペシャルプロジェクトの目的
イーパーツでは、ただ単に情報機器を寄贈するだけでは、本当の情報化につながらないと考えています。

市民活動団体やNPO にとって、高度情報化社会において、どのように情報を利用しどのようにリスクを管理す

るのか、また今後情報化社会はどこへ向かおうとしているのか、そこで生じる問題は何か、解決の仕方はなどを

考えていかなければなりません。イーパーツは、これらの課題に対して専門性とネットワークでソリューション

を提示したいと思っています。

２）レクチャーとスペシャルプロジェクト
具体的な解決手段は、講演や講座を中心とする「レクチャー」、独自の視点からシンポジウムや議論の場をプロ

デュースすること、情報利用に関わるコンサルティング等の「スペシャルプロジェクト」に分けられます。

３）他と協働すること
イーパーツ単体では、講演・講座・シンポジウム等を実施いたしません。

独自で行うことよりも、文化も領域も違った団体と協働するように努めています。

異なる団体と一緒に開催することで、トラブルや問題点も起こります。しかし、それ以上に１団体ではとうてい

達せない成果を上げることができると信じています。

また、いろいろな団体と共同作業を行うことで、新たな出会い、今まで知り得なかったことやノウハウなどに触

れる事ができ、イーパーツをより発展させることでしょう。

４）テーマと実施回数
多々あるテーマの中から、イーパーツでは、次の 6つに絞りレクチャー・スペシャルプロジェクトを実施してい

ます。以下、実施回数、のべ受講者数は 2003 年 7月 1日から 2007 年 6月 30 日までの 4年間の累計です。
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アスペルガ症候群障害者によるリユース PC 再生の試みを支援
〜障害者の自立と MAR の普及を目差して
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NPODAY 2007 分科会２「IT コミュニケーション術」
ーマイクロソフト NPO 支援プログラム　東京、札幌、名古屋ー
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Photshop Elements, Illustrator 講座
ー NPO の為のデザイン講座ー
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